
2023.4.28 第 3 号 

森田 博                
 

 

     ５年「天気の変化」 

 

 

 

 ５年生の「天気の変化」の学

習では、「どうして天気は変わ

るの？」という極々当たり前の

ことを理科的に観察を通して

理解しようと、みんなに投げか

けました。「天気は変わる」こ

れは当然のことです。しかし、

雲の動きや、量、形の変化に

注目して観察を続けている

と、「動いた動いた！」「鳥みた

いな形や」「くちばしが壊れて

きた！」という声や、手の平に

乗せた方位磁針を確かめなら「西から東へ動いている」と言っている子が何人かいました。本当に雲の様子の変化

が天気の変化につながっているということを実感しているようでした 

 クラスによっては、曇りの日に理科が続くこともあり、なかなかスプーンに青空と雲のバランスがよい写真になりませ

んでした。しかし、４月２７日(木)は、先生！今日はスプーン日和やな！と言って理科室に入ってくる児童がいました。

授業中に、曇り空を見て、私が「今日はあいにくの曇り。スプーン日和ではないな…。」と言ったことを、共通言語化す

るように、児童が使ってくれました。うれしかったです。スプーンに青空を映して観察し、雲の動きや形、量を調べるとい

う目的を持って学習に臨んでいることがわかります。 

次回の学習は「天気を予想しよう」です。いろいろな気

象情報を集めて、そのデータを並べます。大きな白い雲の

塊が、どのように雲が動くとどんな天気に変わるのかや、

曇りや晴れの日の雲のかかり具合などを調べ、考察して

いきます。 

調べる検索ページは「tenki.jp」の日本気象協会のホ

ームページです。過去の衛星画像やアメダスがとてもき

れいに見ることができます。インターネットだけでなく、新

聞記事も調べます。我が家もそうですが、新聞のないご家

庭もありますので、学校に届く新聞を１週間分ロイロノー

トへ取り込んでおいたものを使いました。インターネットの

情報だけでなく、新聞や実際の天気予報のニュースなど、

調べ方を豊富に知ることで、情報収集をする力や比較す

る力、選択する力を高めたいです。 
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